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流
域
管

林

政

山

本木

一
森
林
法
の
一
部
改
正

森
林
法
が
一
部
改
正
さ
れ
、
四
月
二
十
六
日
に
公
布
さ
れ
た
。
そ
の

内
容
と
意
義
に
つ
い
て
、
本
誌
七
月
号
に
林
野
庁
企
画
課
溝
上
欣
也
氏

に
よ
る
「
森
林
法
等
の
一
部
改
正
の
概
要
」
、
関
連
し
て
同
課
松
本
郁

夫
氏
の
「
流
域
林
業
ビ
ジ
ョ
ン
の
デ
ッ
サ
ン
」
と
題
し
た

「
将
来
の
流

域
林
業
の
姿
を
占
う
」
趣
旨
の
論
稿
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
ご
覧
頂

き
た
い
。
法
改
正
は
、
森
林
の
流
域
管
理
シ
ス
テ
ム
の
確
立
、
森
林
施

業
の
着
実
な
実
施
と
森
林
・
林
地
の
管
理
・
保
全
対
策
の
強
化
の
た
め

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
そ
れ
な
り
に
進
め
ら
れ
て
き
た
方
向

に
つ
い
て
今
回
森
林
計
画
制
度
な
ど
制
度
的
な
体
制
が
整
え
ら
れ
た
も

'91・8

治
体
の
森
林
管
理
費
用
の
負
担
が
促
進
さ
れ
る
道
が
用
意
さ
れ
た
こ
と

は
前
進
で
あ
る
。
お
り
か
ら

O
E
C
D
の
環
境
税
導
入
の
構
想
が
伝
え

ら
れ
た
が
(
日
経
、
六
月
二
十
三
日
)
、
こ
の
よ
う
な
面
か
ら
も
市
場

メ
カ
ニ
ズ
ム
に
乗
り
に
く
い
森
林
の
整
備
に
対
し
て
さ
ら
に
社
会
的
費

用
が
支
出
さ
れ
、
ま
た
、
林
地
開
発
許
可
制
度
の
改
善
な
ど
も
な
お
促

進
さ
れ
る
機
運
が
高
ま
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

流
域
管
理
シ
ス
テ
ム
に
関
し
て
問
題
点
を
言
う
な
ら
、
政
策
を
受
け

と
め
る
べ
き
現
場
の
態
勢
が
何
よ
り
も
問
題
で
あ
ろ
う
。
政
策
は
あ
る

程
度
熟
成
し
た
現
場
の
態
勢
を
基
礎
に
置
い
て
組
み
立
て
ら
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
大
き
な
有
効
性
を
発
揮
す
る
。
今
の
と
こ
ろ
、
描
か
れ
た
政

策
の
理
念
に
対
し
て
多
く
の
現
場
が
未
成
熟
で
あ
り
、
労
働
力
だ
け
を

考
え
て
も
、
理
念
が
画
餅
に
帰
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。
新
政
策

は
、
労
働
力
確
保
も
総
合
的
に
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
中
で
可
能
と
な

る
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
な
の
で
あ
る
が
、
合
併
と
共
同
に
よ
る
大
量
化
・

能
率
化
、
上
下
流
の
連
携
に
よ
っ
て
流
域
林
業
の
振
興
を
図
る
上
で
一

番
の
ネ
ッ
ク
は
何
か
。
誰
で
も
が
ま
ず
心
配
す
る
の
は
、
現
場
労
働
力

の
確
保
で
あ
る
。
そ
の
問
題
を
見
て
、
課
題
を
探
っ
て
み
た
い
。

筆
者
は
、
流
域
林
業
の
総
合
的
問
題
に
つ
い
て
本
誌
昨
年
十
二
月
号

「
国
産
材
需
要
拡
大
の
た
め
に
|
特
集
『
住
宅
建
築
と
国
産
材
』
の
ま

と
め
」
に
、
労
働
力
問
題
の
み
に
つ
い
て
は
昨
年
七
月
号
林
業
動
静
年

報
「
林
業
構
造
改
善
と
労
働
力
問
題
」
で
述
べ
た
。
重
複
す
る
部
分
も

あ
る
が
、
改
め
て
整
理
し
て
み
た
い
。

林山

理
シ
ス
テ
ム
と

林
業
労
働
力
問
題

福そ

島主

康3

の
り

「
J
F
い

ュ=口

の
で
あ
る
。
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
く
、
森
林
に
対
す
る
社
会
の
要
請

は
幅
広
い
形
で
高
ま
る
一
方
で
、
そ
の
整
備
の
役
割
を
果
た
す
べ
き
林

業
の
現
状
は
危
機
的
で
あ
る
。
危
機
を
打
開
す
る
た
め
の
処
方
が
、

「
民
有
林
・
国
有
林
の
一
体
化
と
上
下
流
の
連
携
」
を
要
点
と
す
る
流

域
管
理
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
平
成
二
年
度
林
業
白
書
に
お
い
て
も
、
新

し
い
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
と
担
い
手
強
化
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
重

点
的
に
述
べ
て
お
り
、
新
林
業
政
策
に
か
け
る
林
野
庁
の
熱
意
を
窺
わ

せ
て
い
る
。

今
回
の
法
改
正
に
つ
い
て
、
費
用
面
に
つ
い
て
言
え
ば
、
森
林
整
備

事
業
が
法
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
予
算
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
運
び
に
な

っ
た
こ
と
は
評
価
さ
れ
、
ま
た
、
大
臣
あ
っ
せ
ん
と
い
う
形
で
下
流
自

ニ

林

業

労

働

力

不

足

の

根

源

か
つ
て
林
業
は
労
働
力
を
豊
富
な
山
村
過
剰
人
口
に
依
存
し
て
き
た
。

高
度
経
済
成
長
期
に
入
っ
て
山
村
人
口
が
流
出
を
始
め
る
が
、
林
業
は
・

労
働
力
を
森
林
組
合
作
業
班
に
集
約
し
就
労
を
長
期
化
す
る
一
方
、
林

道
作
設
・
機
械
導
入
に
よ
る
能
率
向
上
に
よ
っ
て
対
処
し
た
。
低
成
長

期
に
入
っ
て
、
造
林
の
停
滞
と
外
材
流
入
に
よ
る
国
産
材
シ
ェ
ア
の
縮

小
に
よ
っ
て
、
あ
る
額
の
賃
金
で
集
ま
る
労
働
力
の
範
囲
で
作
業
が
行

わ
れ
る
状
態
で
推
移
し
、
大
き
な
矛
盾
は
露
呈
さ
せ
ず
に
き
た
。
そ
の

こ
と
の
問
題
が
い
ま
集
中
的
に
現
れ
、
労
働
力
の
給
源
は
枯
渇
し
て
老

齢
化
が
進
み
、
労
働
力
は
質
量
と
も
急
速
に
低
下
さ
せ
て
き
て
い
る
の

で
あ
る
。
労
働
力
不
足
感
は
著
し
い
の
に
林
業
賃
金
は
低
位
に
あ
り
、

多
く
の
林
業
企
業
は
採
る
べ
き
手
立
て
を
持
た
な
い
有
り
様
で
あ
る
。

中
高
年
と
い
う
年
齢
的
条
件
な
ど
に
よ
っ
て
山
村
に
滞
留
し
て
い
る
人

達
を
需
要
す
る
閉
鎖
系
の
労
働
市
場
は
縮
小
し
て
し
ま
っ
て
人
も
い
な

い
し
、
生
産
性
向
上
の
要
請
に
も
対
応
で
き
な
い
。
林
業
は
一
般
労
働

市
場
を
意
識
し
た
労
働
条
件
を
用
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

労
働
力
不
足
問
題
は
、
林
業
に
限
ら
ず
土
建
や
中
小
企
業
に
共
通
し

た
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
共
通
し
て
労
働
条
件
は
低
位
に
あ
る
。
経

済
の
構
造
変
化
の
中
で
労
働
力
需
給
は
、
全
産
業
的
に
は
現
在
は
引
き

締
め
基
調
の
中
に
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
目
立
つ
段
階
だ
が
、
近
い
将
来
職
種

・
企
業
規
模
を
問
わ
ず
不
足
す
る
事
態
を
迎
え
る
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
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て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
成
熟
化
を
反
映
し
て
従
来
と
は
異
な
っ
た

市
場
パ
タ
ー
ン
が
現
れ
、
給
与
水
準
や
昇
進
な
ど
よ
り
休
暇
、
余
暇
時

間
と
い
っ
た
生
活
要
素
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。
加
え
て
、
大
都
会
の
過
密
と
地
価
高
騰
・
住
宅
難
に
よ
っ
て
、

人
口
移
動
や
労
働
力
需
給
の
パ
タ
ー
ン
も
こ
れ
か
ら
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ

て
こ
よ
う
。
林
業
は
三

K
と
か
で
も
と
も
と
人
は
集
ま
ら
な
い
よ
う
に

言
わ
れ
て
い
る
ふ
し
が
あ
る
が
、
速
水
亨
氏
が
危
険
は
付
き
物
だ
が
あ

と
の
二
K
は
情
緒
的
な
も
の
と
言
っ

て
お
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
も
あ
り

(
林
経
協
月
報
三
月
号
「
速
水
林
業
の
経
営
と
労
働
対
策
」
)
、
資
源
成

熟
化
の
時
代
を
迎
え
て
、
関
係
者
の
認
識
と
努
力
次
第
で
局
面
打
開
の

可
能
性
は
、
地
域
に
よ
る
が
、
高
ま
っ
て
い
る
と
私
は
考
え
て
い
る
。

生
ま
れ
た
土
地
で
家
が
有
る
、
耕
地
・
山
林
な
ど
あ
る
程
度
の
家
産
も

有
る
、
こ
う
い
う
条
件
に
プ
ラ
ス
し
て
生
活
を
営
む
に
足
る
賃
金
収
入

が
あ
れ
ば
、
人
が
留
ま
る
よ
う
に
な
る
山
村
は
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。

林
業
・
山
村
の
社
会
的
イ
メ
ー
ジ
の
改
善
も
重
要
だ
。
交
通
手
段
も
改

善
さ
れ
て
お
り
、
決
ま
っ
た
休
暇
、
長
期
休
暇
が
あ
れ
ば
山
村
に
住
ん

で
い
て
も
都
会
的
な
便
宜
に
触
れ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
山
村
社
会

維
持
の
た
め
に
、
農
業
、
加
工
業
、
観
光
な
ど
総
合
的
な
地
域
資
源
利

用
の
取
組
み
が
進
め
ら
れ
る
の
は
勿
論
の
こ
と
、
そ
の
活
動
に
対
し
て

大
き
な
財
政
支
援
が
な
さ
れ
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、
何
は
と
も
あ
れ
、

余
り
に
も
値
い
林
業
の
労
働
条
件
の
改
善
が
急
務
で
あ
る
。
こ
ん
な
観

点
か
ら
、
現
状
で
労
働
力
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
例
を
見
て
、
今

林山

式
会
社
に
つ
い
て
、
改
め
て
見
て
み
る
。
宮
崎
県
諸
塚
村
の
村
委
員
会

管
理
の
国
土
保
全
森
林
作
業
隊
と
同
様
に
、
こ
れ
ま
で
の
林
業
労
働
力

・
労
働
組
織
か
ら
大
き
く
一
線
を
画
し
た
と
こ
ろ
で
組
織
し
、
県
・
国

の
研
修
施
設
で
あ
ら
ゆ
る
資
格
を
取
得
さ
せ
、
技
術
面
、
意
識
面
と
も

基
礎
的
な
訓
練
を
ま
ず
受
け
さ
せ
、
公
務
員
並
み
の
処
遇
を
保
証
し
、

近
代
的
な
企
業
、
そ
の
社
員
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
定
着
を
図
ろ
う
と
し

て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。
悠
木
産
業
は
平
成
元
年
度
で
社
員
総
数
三

六
名
の
う
ち
十
代
二
名
、
二
十
代
一
五
名
、
三
十
代
一
五
名
で
あ
る
。

そ
の
条
件
作
り
と
前
提
的
条
件
が
問
題
だ
が
、
県
が
研
修
施
設
を
設

け
、
基
金
に
よ
っ
て
社
会
保
険
料
の
一
部
を
負
担
し
て
い
る
こ
と
も
大

き
い
。
悠
木
産
業
で
は
組
合
が
幹
部
職
員
を
出
向
さ
せ
、
費
用
の
一
部

を
加
工
事
業
収
益
で
補
填
し
、
諸
塚
村
で
は
「
ふ
る
さ
と
創
成
資
金
」

で
費
用
を
補
填
し
て
い
る
。
行
政
、
森
林
組
合
の
負
担
に
よ
っ
て
い
わ

ば
先
行
的
に
制
度
を
実
現
し
、
走
り
な
が
ら
定
着
を
図
ろ
う
と
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
両
地
域
と
も
地
域
ぐ
る
み
の
む
ら
起
こ
し
、
む
ら
作
り

運
動
が
盛
ん
で
あ
り
、
森
林
組
合
の
シ
ェ
ア
が
著
し
く
高
い
。
路
網
密

度
も
高
い
。
林
業
が
地
域
の
主
要
産
業
で
あ
り
、
林
木
蓄
積
、
流
通
・

加
工
過
程
の
施
設
を
含
め
た
林
業
の
地
域
的
集
積
が
大
き
い
、
指
導
者

の
現
状
に
対
す
る
危
機
意
識
が
鮮
明
で
あ
る
、
な
ど
が
上
げ
ら
れ
、
資

金
的
条
件
と
と
も
に
ど
こ
で
も
で
き
る
対
策
で
な
い
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

だ
が
、
こ
う
い
う
思
い
切
っ
た
対
策
で
な
く
て
は
、
今
後
、
労
働
力
確

保
は
出
来
な
い
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
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後
の
方
向
を
探
っ
て
み
よ
う
。
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三
素
材
生
産
業
、
森
林
組
合
の
積
極
的
対
応
事
例

最
初
に
、
素
材
生
産
業
、
森
林
組
合
の
事
例
を
見
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
従
来
型
の
労
働
力
の
う
ち
比
較
的
良
質
の
も
の
を
労
働
条
件

を
改
善
し
て
集
め
、
相
対
的
に
安
定
的
に
雇
用
す
る
タ
イ
プ
を
見
ょ
う
。

日
本
製
紙
連
合
が
実
態
調
査
に
基
づ
い
て
例
示
し
て
い
る
対
策
項
目
を

上
げ
る
と
、
労
働
者
に
対
し
て
は
、
①
就
労
の
安
定
化
、
長
期
化
、
②

雇
用
関
係
の
明
確
化
、
雇
用
保
険
、
退
職
金
制
度
へ
の
加
入
促
進
、
③

作
業
の
安
全
性
確
保
、
作
業
員
の
社
会
的
地
位
の
向
上
、
で
あ
り
、
そ

の
た
め
の
企
業
側
の
対
応
は
、
①
組
織
化
、
協
業
化
、
共
同
化
、
②
事

業
規
模
の
拡
大
と
事
業
量
の
安
定
確
保
、
③
以
上
に
よ
る
機
械
化
、
技

術
体
系
の
高
度
化
な
ど
の
作
業
効
率
の
改
善
、
で
あ
る
。
紙
パ
の
系
列

企
業
が
共
同
し
て
こ
れ
ら
を
実
行
し
、
成
果
を
上
げ
て
い
る
例
、
素
材

生
産
協
同
組
合
が
傘
下
業
者
の
組
織
を
集
め
て
行
っ
た
例
な
ど
が
見
ら

れ
る
。
よ
く
紹
介
さ
れ
る
島
根
の
大
和
森
林
、
森
林
組
合
で
は
天
竜
市

森
組
な
ど
が
こ
の
例
で
あ
ろ
う
。
こ
の
タ
イ
プ
は
、
改
善
を
重
ね
て
若

青
年
者
が
多
数
参
入
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
将
来
に
つ
な
ぐ
こ
と
に
な
ろ

う
。
し
か
し
、
地
域
労
働
市
場
の
状
態
も
当
然
大
き
く
関
係
す
る
が
、

林
業
労
働
市
場
と
一
般
労
働
市
場
と
の
懸
隔
は
小
さ
く
な
い
。

若
青
年
届
採
用
の
た
め
に
、
思
い
切
勺
た
対
策
を
講
じ
て
い
る
先
端

的
事
例
の
熊
本
県
小
国
町
の
作
業
請
負
の
第
三
セ
ク
タ
ー
悠
木
産
業
株

悠
木
産
業
で
は
現
段
階
で
作
業
能
率
の
向
上
が
果
た
さ
れ
て
い
ず
、

そ
れ
が
緊
急
の
課
題
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
を
こ
れ
ま
で
の
単
純
出
来

高
制
の
感
覚
で
言
う
の
は
問
題
が
あ
る
。
旧
い
シ
ス
テ
ム
は
既
に
崩
壊

し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
り
、
機
械
導
入
な
ど
に
よ
る
能
率
向
上
と
と
も
に
、

雇
用
制
度
を
含
め
た
新
し
い
シ
ス
テ
ム
安
定
の
た
め
森
組
や
地
域
は
引

き
続
き
支
援
を
続
け
る
必
要
が
あ
る
。
現
在
森
組
で
三
億
円
の
基
金
を

提
案
し
て
い
る
が
、
困
難
な
問
題
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
。

宮
崎
県
諸
塚
村
の
国
土
保
全
森
林
作
業
隊
の
隊
員
は
現
在
ま
だ
少
数

で
あ
る
が
、
隊
を
早
晩
第
三
セ
ク
タ
ー
に
移
行
さ
せ
、
年
々
隊
員
を
増

や
し
、
青
年
を
定
着
さ
せ
地
域
に
活
力
を
生
み
出
そ
う
、
定
年
を
六
十

歳
と
し
て
定
年
後
は
白
山
の
経
営
を
行
い
、
そ
の
労
働
力
確
保
対
策
と

も
す
る
、
国
土
保
全
の
作
業
を
行
い
な
が
ら
木
材
の
生
産
も
行
う
、
と

い
う
発
想
で
あ
る
。
独
自
だ
が
、
合
理
的
な
発
想
と
い
え
る
。

こ
の
ほ
か
、
森
林
組
合
作
業
職
員
の
月
給
制
の
事
例
が
見
ら
れ
る
が
、

試
行
の
段
階
で
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
が
小
人
数
の
範
囲
に
留
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
ケ
l
ス
の
拡
大
を
図
る
関
係
者
の
尽
力
を
期
待
し
た
い
。

四

森

林

経

営

の

積

極

的

事

例

森
林
経
営
の
先
端
的
事
例
と
し
て
、
三
重
県
海
山
町
の
速
水
林
業
を

三
重
県
林
業
就
業
基
盤
強
化
委
員
会
「
平
成
元
年
度
三
重
県
就
業
安
定

優
良
事
例
調
査
」
に
よ
り
紹
介
し
て
み
る
。

父
子
、
勉
・
亨
両
氏
所
有
の
総
経
営
面
積
約
一
千
出
、
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九
%
を
占
め
る
人
工
林
七
七

O
M、
蓄
積
一
二
万
3m
、
年
成
長
量
三
千

四
百
3m
、
一
四
齢
級
ま
で
法
正
林
化
さ
れ
、
大
き
な
団
地
は
六
団
地
、

全
体
は
一
四

O
団
地
に
分
か
れ
る
と
い
う
資
源
の
上
に
四
万

m
に
及
ぶ

路
網
を
開
設
し
、
人
工
林
率
の
高
い
四
団
地
に
つ
い
て
同
五

O
m
の
路

網
密
度
を
実
現
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
毎
年
五

O
O人
工
を
投
入
、
自

力
で
延
長
を
図
っ
て
い
る
。
現
在
は
一

0
・
五
、
一

二

叩
の
柱
ど
り
用

の
丸
太
生
産
が
中
心
だ
が
、
大
径
木
目
的
の
施
業
へ
の
転
換
を
図
る
な

ど
、
作
業
能
率
向
上
も
図
っ
て
い
る
。
年
伐
量
は
主
間
伐
合
計
で
三
千

3m
弱
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
、
タ
ワ
ヤ

l
ダ
に
よ
る
全
幹
集
運
材
方
式
を

採
る
。
丸
太
販
売
は
地
域
振
興
の
た
め
地
元
業
者
に
限
定
す
る
指
名
入

札
方
式
で
あ
る
。
そ
の
高
い
資
本
装
備
と
外
国
に
ま
で
作
業
員
を
派
遣

す
る
徹
底
し
た
訓
練
に
よ
る
作
業
員
の
高
い
技
能
水
準
に
よ
っ
て
労
働

環
境
、
労
働
条
件
を
改
善
し
、
作
業
員
総
数
二
七
人
の
う
ち
四

O
歳
以

下
九
人
の
青
年
労
働
力
を
確
保
し
て
い
る
。
原
則
六
五
歳
定
年
、
身
分

保
証
を
伴
っ
た
常
用
制
、
賃
金
支
払
は
日
給
・
月
払
制
で
、
日
給
額
は

作
業
に
よ
り
異
な
り
毎
年
地
域
で
決
め
ら
れ
る
基
準
賃
金
で
あ
る
。
六

O
歳
以
上
が
育
林
に
専
従
す
る
ほ
か
各
人
が
班
構
成
に
よ
り
あ
ら
ゆ
る

作
業
に
従
事
す
る
。
日
給
は
新
規
採
用
者
が
八
割
程
度
に
格
付
け
さ
れ
、

実
績
に
よ
り
数
年
で
基
準
額
に
達
す
る
ほ
か
、
月
一
万
円
の
班
長
手
当
、

日
額
で
二
、

一
O
O円
か
ら
二
、
四

O
O円
ま
で
の
勤
務
態
度
に
応
じ

た
ボ
ー
ナ
ス
が
加
算
さ
れ
る
。
政
府
管
掌
の
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保

険
、
雇
用
保
険
ほ
か
に
加
入
し
、
退
職
金
は
退
職
前
の
三
年
間
の
平
均

林山

営
地
は
自
家
労
働
中
心
で
行
う
方
式
も
各
地
で
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、

今
後
、
市
場
ゃ
、
あ
る
も
の
は
伐
出
作
業
に
問
題
が
出
て
く
る
可
能
性

が
あ
る
が
、
推
奨
経
営
類
型
で
あ
る
。
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五
お
わ
り
に

林
業
は
早
晩
労
働
力
倒
産
が
予
想
さ
れ
る
事
態
を
迎
え
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
関
係
者
に
そ
れ
ほ
ど
の
危
機
意
識
が
感
じ
ら
れ
な
い
。

採
る
手
立
て
を
見
出
せ
な
い
諦
め
の
状
態
と
言
う
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。

長
期
不
況
の
中
で
所
有
者
が
山
林
に
対
す
る
依
存
度
を
い
っ
そ
う
低
下

さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
大
き
い
。
し
か
し
、
林
木
資
産
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
は
高
ま
っ
て
お
り
、
上
記
の
よ
う
な
森
林
組
合
、
森
林
所
有

者
の
活
動
事
例
が
今
後
増
え
て
く
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

見
て
き
た
よ
う
に
、
森
林
所
有
と
の
結
合
関
係
が
経
営
安
定
化
の
ポ

イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。
前
記
し
た
悠
木
産
業
に
つ
い
て
も
、
基
金
参

加
は
も
と
よ
り
計
画
的
施
業
に
よ
る
能
率
向
上
と
作
業
量
の
確
保
を
目

指
し
て
森
林
所
有
者
が
協
力
す
る
体
制
が
整
う
こ
と
が
経
営
安
定
化
の

条
件
で
あ
ろ
う
。
現
今
で
は
、
山
林
所
有
者
の
積
極
的
協
力
な
い
し
参

加
が
な
く
て
は
労
働
力
対
策
も
何
も
成
り
立
た
な
い
と
言

っ
て
よ
い
。

高
性
能
の
伐
出
機
械
の
生
産
性
の
高
さ
は
従
来
の
感
覚
で
は
恐
ろ
し
い

ほ
ど
で
あ
り
、
広
域
の
計
画
的
施
業
が
そ
れ
を
使
用
す
る
労
働
者
、
グ
ル

ー
プ
稼
働
の
条
件
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
資
源
所
有
面
の
制
約
を

緩
和
す
る
作
用
が
あ
る
と
い
う
意
味
で
も
、
路
網
開
設
が
重
要
で
あ
る

林LlJ 

月
額
を
勤
続
年
数
で
掛
け
る
額
を
支
払
っ
て
い
る
。
休
日
は
日
曜
、
祝

祭
日
ほ
か
が
決
め
ら
れ
、
最
高
年
二

O
日
の
有
給
休
暇
も
あ
る
。
年
間

の
稼
働
日
数
は
二
四

O
日
か
ら
二
五

O
日
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
経
営
は
、
大
面
積
の
著
し
く
価
値
の
高
い
尾
鷲
ヒ
ノ
キ
の
高
齢

林
分
と
昭
和
二
十
八
年
か
ら
常
用
雇
用
制
度
を
採
用
し
路
網
整
備
も
続

け
て
来
た
実
横
の
上
に
可
能
に
な
っ
た
経
営
で
あ
る
に
し
て
も
、
経
営

者
の
積
極
性
と
近
代
感
覚
は
学
ぶ
べ
き
だ
ろ
う
。
大
方
の
林
業
関
係
者

は
、
速
水
林
業
の
例
は
、
悠
木
産
業
す
ら
そ
う
だ
が
、
突
出
し
た
、
む

し
ろ
例
外
的
な
事
例
だ
と
思
う
に
違
い
な
い
。
労
働
力
確
保
対
策
の
難

し
さ
を
改
め
て
感
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

以
上
は
一
用
労
働
力
確
保
の
事
例
だ
が
、
次
に
、
自
家
労
働
形
態
の

い
く
つ
か
の
経
営
事
例
を
紹
介
す
る
。
岩
手
県
北
上
山
地
の
中
規
模
所

有
者
の
揃
っ
た
山
村
で
、

二
世
代
家
族
の
跡
継
ぎ
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で

日
曜
な
ど
山
林
の
手
入
れ
を
す
る
一
方
、
親
は
林
業
賃
労
働
か
ら
リ
タ

イ
ヤ
す
る
と
白
山
の
手
入
れ
、
間
伐
に
従
事
し
生
き
甲
斐
を
得
な
が
ら

山
林
の
価
値
を
一

層
増
加
さ
せ
、
年
金
に
増
し
た
所
得
を
得
て
ゆ
く
と

い
う
世
代
間
分
業
の
事
例
が
見
ら
れ
る
。
戦
後
営
々
と
続
け
て
来
た
林

業
活
動
の
成
果
が
間
伐
収
入
に
現
れ
て
き
た
段
階
で
、
こ
の
よ
う
な
循

環
形
態
が
い
わ
ゆ
る
農
家
林
業
地
帯
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

ま
た
、
五

0
1
一
O
O
M
の
山
林
を
持
つ
林
家
数
人
が
集
ま
っ
て
伐
出

グ
ル

ー
プ
を
形
成
し
て
い
る
事
例
が
栃
木
県
鹿
沼
地
方
に
見
ら
れ
る。

比
較
的
大
き
な
所
有
者
が
、
機
関
造
林
に
所
有
地
の
一
部
を
任
せ
、
経

こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

素
材
生
産
の
課
題
も
こ
こ
に
あ
る
e
国
有
林
資
源
、
天
然
林
資
源
が

枯
渇
し
た
段
階
で
、

素
材
生
産
業
界
は
淘
汰
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
素

材
生
産
は
そ
れ
ほ
ど
の
設
備
を
要
し
な
い
人
材
産
業
で
あ
り
、
と
く
に

育
成
林
業
段
階
で
は
独
自
の
発
展
は
望
む
べ
く
も
な
い
が
、
現
実
に
素
材

生
産
の
シ
ェ
ア
は
業
者
が
握
り
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
の
継
続
・
発
展
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
森
林
所
有
者
と
の
関
係
が
重
要
と
な

っ
て
い
る
。
今
般
の
計
画
制
度
の
改
正
に
よ
り
、
計
画
事
項
及
び
市
町

村
森
林
整
備
計
画
に
施
業
協
同
化
、
林
業
従
事
者
の
養
成
確
保
、
機
械

の
導
入
、
作
業
路
網
施
設
の
整
備
、
林
産
物
利
用
に
関
す
る
事
項
が
加

え
ら
れ
、
そ
れ
ら
関
係
の
整
序
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
実
効
あ

る
計
画
を
立
て
る
に
は
、
市
町
村
の
態
勢
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
現
場

情
勢
の
一
定
の
成
熟
が
必
要
だ
。
筆
者
は
、
森
林
所
有
者
の
組
織
化
、

施
業
の
計
画
化
は
勿
論
の
こ
と
、
素
材
生
産
に
お
い
て
も
森
林
組
合
の

果
た
す
べ
き
役
割
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
て

い
る
が
、
森
組
の
態
勢
は
全
体
で
は
余
り
に
も
弱
体
で
あ
る
。
流
域
管

理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
は
林
業
関
係
者
個
々
の
自
主
性
が
前
提
と
な
る
も

の
で
あ
り
、
前
途
の
遠
い
乙
と
を
予
想
さ
せ
る
。
関
係
者
が
認
識
を
深

め
る
こ
と
を
切
望
す
る
と
と
も
に
、
路
網
設
置
の
促
進
に
加
え
て
森
林

施
業
の
計
画
化
に
向
け
た
実
効
あ
る
財
政
支
援
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ

る
。

(三
重
大
学
生
物
資
源
学
部
教
授
)
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